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組織球肉腫は急速に播種する樹状細胞由来の悪性腫瘍

であり［1］，犬に発生が多く，まれに猫での発生も報告

される［2, 3］．組織球肉腫は単発性である局所性組織球

肉腫（LHS）と多発性である播種性組織球肉腫（DHS）

に分類される．LHSは四肢に多く発生し，転移の可能

性は中程度～高度とされ［4］，転移率38～60％という

報告がある［4, 5］．DHSは侵襲性が高く，多病巣性が

特徴であり，予後は悪いとされる．しかし，LHSと

DHSの鑑別は臨床症状及びステージングによって行わ

れているため，LHSの転移症例とDHSの鑑別は困難な

場合がある．治療としては，ロムスチン投与，放射線の

使用，外科摘出の報告があるが，有効な治療法はいまだ

に報告されていない［1, 4, 6］．

組織球肉腫の好発犬種は，欧米においてバーニーズ・

マウンテン・ドッグ，フラットコーテッド・レトリーバ

ー，ロットワイラー，ゴールデン・レトリーバー，ラブ

ラドール・レトリーバーがあげられている［4, 7, 8］．し

かし，ここ数年日本においてウェルシュ・コーギー・ペ

ンブロークの症例が多数報告されている［9］．

今回，2010年4月から2012年4月に岐阜大学附属動

物病院に来院した犬に認められた組織球肉腫の発生傾向

について報告する．

材 料 及 び 方 法

2010年4月から2012年4月に岐阜大学附属動物病院

を受診し，病理組織検査において組織球肉腫と診断され

た犬24例を対象とした．診断は免疫染色により行い，

汎白血球マーカーであるCD18，抗原提示細胞マーカー

である H L A hD R が陽性，リンパ球マーカーである

CD3，CD20，CD79が陰性の場合，組織球肉腫と診断

した．さらに身体検査及びCT検査により病変が単一で

あったものをLHS，複数存在するものをDHSとして分

類した．

組織球肉腫の発生頻度を犬種別に比較するために，オ

ッズ比を用いた．オッズ比は，組織球肉腫の各犬種件数

を，岐阜大学来院数から組織球肉腫の患者数を引いた各

犬種件数で割ったものと，組織球肉腫の全件数を，岐阜

大学来院数から組織球肉腫の患者数を引いた全件数で割

ったものの比とした．これは岐阜大学に来院した各犬種

群と犬全体群について組織球肉腫の発生頻度を比較する
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要　　　　　約

組織球肉腫は多様な犬種で報告されるが，欧米ではバーニーズ・マウンテン・ドッグ，フラットコーテッド・レトリ

ーバー，ロットワイラー，ゴールデン・レトリーバー，ラブラドール・レトリーバーに好発することが知られている．

2010年4月から2012年4月に岐阜大学附属動物病院を受診した組織球肉腫の犬24例について調査したところ，最も症

例数が多かった犬種はウェルシュ・コーギー・ペンブロークであった（8例）．組織球肉腫の発生頻度を示すオッズ比

は，フラットコーテッド・レトリーバー（25.20），バーニーズ・マウンテン・ドッグ（17.92），ウェルシュ・コーギ

ー・ペンブローク（5.41）で高かった．ウェルシュ・コーギー・ペンブロークは他の2犬種よりも発生リスクは低かっ

たが，組織球肉腫の発生数はこの2犬種よりも多かった．ウェルシュ・コーギー・ペンブロークは日本における飼育頭

数が多いため，発生数が多いという点で臨床上重要であると考えられた．

―キーワード：組織球肉腫，ウェルシュ・コーギー・ペンブローク．
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もので，オッズ比が1であった場合，その犬種は犬全体

群と組織球肉腫の発生頻度が同じということになる．

結　　　　　果

調査期間中，岐阜大学附属動物病院を受診した犬は

2,347例であり，そのうちウェルシュ・コーギー・ペン

ブロークが151例，バーニーズ・マウンテン・ドッグが

32例，フラットコーテッド・レトリーバーが15例であ

った（表）．

組織球肉腫と診断された犬は24例で，このうちウェ

ルシュ・コーギー・ペンブロークは8例（LHS 4例，

DHS 4例）と最も多く，続いてバーニーズ・マウンテ

ン・ドッグ5例（LHS 1例，DHS 4例），フラットコー

テッド・レトリーバー4例（LHS 1例，DHS 3例），ゴ

ールデン・レトリーバー2例（LHS 1例，DHS 1例），

ラブラドール・レトリーバー（DHS 1例），雑種（DHS

1例），ドーベルマン（LHS 1例），チワワ（DHS 1例），

シェットランド・シープドッグ（DHS 1例）が各1例で

あった（図1）．なお2012年4月の時点で3例が生存し

ている．

オッズ比は，ウェルシュ・コーギー・ペンブローク

5.41（95％信頼区間：2.39～12.26），バーニーズ・マ

ウンテン・ドッグ 17 . 9 2（95 ％信頼区間： 6 . 3 6 ～

50 .48），フラットコーテッド・レトリーバー 25 .20

（95％信頼区間：10.46～118.38）であった．

症例に雌雄差は認められなかった．

診断時平均年齢は24 例全体では8 .89 歳，ウェルシ

ュ・コーギー・ペンブローク8例では10.1歳であった．

24例のうち死亡日を確認できた症例で，安楽死を選

択した症例を除いた17例における平均生存日数は287

日であり，ウェルシュ・コーギー・ペンブロークのみで

は136日であった．生存期間中央値は上述の17例では

116日（範囲15～516日），ウェルシュ・コーギー・ペ

ンブロークのみでは125日（範囲15～253日）であっ

た．

LHS症例の平均生存期間は227日，生存期間中央値

は253日（範囲15～389日）であり，DHS症例の平均

生存期間は134日，生存期間中央値は113日（範囲16

～516日）であった．

病変の発生部位を，症例が多かったウェルシュ・コー

ギー・ペンブローク，バーニーズ・マウンテン・ドッ

グ，フラットコーテッド・レトリーバーについて比較す

ると，ウェルシュ・コーギー・ペンブロークとバーニー

ズ・マウンテン・ドッグでは胸腔内に病変が発生する割

合が高いのに対し，フラットコーテッド・レトリーバー

はすべての症例で四肢に病変が認められた（図2）．

考　　　　　察

今回の調査では，欧米で報告されている好発犬種であ

るバーニーズ・マウンテン・ドッグ，フラットコーテッ

ド・レトリーバー，ロットワイラー，ゴールデン・レト

リーバー，ラブラドール・レトリーバーが占める割合は

組織球肉腫の全症例のうち50％（24例中12例）であっ

た．過去に79 ％や88 .2 ％という報告がなされており

［4, 10］，これらを下回っていた．

オッズ比を用いた比較により，最も組織球肉腫が発生

しやすい犬種はフラットコーテッド・レトリーバーであ

る傾向が示された．症例数が最も多かったウェルシュ・

表　調査期間中に岐阜大学附属動物病院に来院した犬種
別症例数 

 ダックスフント 357 
 ラブラドール・レトリーバー 165 
 ウェルシュ・コーギー・ペンブローク 151 
 シー・ズー 121 
 ゴールデン・レトリーバー 109 
 チワワ 103 
 　 
 シェットランド・シープドッグ 35 
 バーニーズ・マウンテン・ドッグ 32 
 　 
 フラットコーテッド・レトリーバー 15 
 　 

 合　計 2,347

ウェルシュ・コーギー・ペンブロークの症例数は多く，
バーニーズ・マウンテン・ドッグの症例数の4.7倍であった． 
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図1 組織球肉腫症例24例の犬種による分類

ウェルシュ・コーギー・ペンブロークが最も多く，

33.3％を占めた．欧米における好発犬種が占める割合
は全体の50％であった．
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コーギー・ペンブロークがバーニーズ・マウンテン・ド

ッグ，フラットコーテッド・レトリーバーよりもオッズ

比が小さかったのは，日本においてウェルシュ・コーギ

ー・ペンブロークはバーニーズ・マウンテン・ドッグや

フラットコーテッド・レトリーバーの10倍以上登録数

が多く，母数が大きいため本院への来院数も多くなった

ためと考えられる．

ウェルシュ・コーギー・ペンブロークは他の犬種に比

べて診断時の年齢が高い傾向にあった．1年以上生存し

た症例の存在（フラットコーテッド・レトリーバー516

日，ゴールデン・レトリーバー389日）により，死亡日

を確認できた17例における平均生存日数は287日と長

くなったが，犬種を問わず生存日数中央値は4カ月程度

であった．

症例に雌雄差はみられず，これは過去の報告と一致し

ていた［4, 11, 12］．

LHS症例は，有意差は認められなかったものの（P＝

0.2394），DHS症例よりも長く生存する可能性が考えら

れた．

病変は全体的にみると肺に多く発生していたが，フラ

ットコーテッド・レトリーバーではすべての症例で四肢

に発生していたことから，病変の発生部位は犬種により

差があることが示唆された．今回，健康診断で撮影した

胸部X線により肺の腫瘤がみつかり，臨床症状を認めな

い状態で本院に紹介来院した症例が複数あった．このこ

とから，定期的に胸部X線を撮影するのが望ましいと思

われる．

本院では，2010年以前に受診した組織球肉腫のウェ

ルシュ・コーギー・ペンブロークは1症例のみで，2010

年以降急速に症例が増加した．ジャパンケネルクラブに

よると，ウェルシュ・コーギー・ペンブロークの新規登

録数は2000年から2003年にかけてピークに達している

（図3）．また，ウェルシュ・コーギー・ペンブロークの

診断時平均年齢が10.1 歳であったことから，このピー

ク時に飼育され始めたウェルシュ・コーギー・ペンブロ

ークがここ数年組織球肉腫を発症している可能性が考え

られる．2003年以降ウェルシュ・コーギー・ペンブロ

ークの新規登録数は減少傾向にあるものの，現在も登録

数は多いため，今後もウェルシュ・コーギー・ペンブロ

ークの組織球肉腫の発生は継続すると思われる．

アメリカにおいてウェルシュ・コーギー・ペンブロー

クの組織球肉腫に関する報告はない．アメリカンケネル

クラブによると，アメリカでは日本に比べてウェルシ

ュ・コーギー・ペンブロークの飼育比率は低いため，ウ

ェルシュ・コーギー・ペンブロークが組織球肉腫の好発

犬種であることが認識されていない可能性がある．日本

においてもウェルシュ・コーギー・ペンブロークの組織

球肉腫の発生が報告され始めたのはここ数年のことであ

るため，今後も報告を注視する必要がある．
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2000年から2003年にかけてピークに達し，その後

減少傾向にあるが，現在も登録数は多い．
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Breed Predilection of Canine Histiocytic Sarcoma at Gifu University
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SUMMARY

Histiocytic sarcoma has been reported in many breeds, with a predilection for Bernese mountain dogs, Flat-
Coated Retrievers, Rottweilers, Golden retrievers, Labrador Retrievers being in Europe and the United States.
This study presents results from a case-control study of 24 dogs with histiocytic sarcoma at Gifu University
from April 2010 through April 2012.  Among the 24 dogs, the most common breeds were Pembroke Welsh Cor-
gis (8 cases).  The highest odds ratios of histolytic sarcoma were found in Flat-Coated Retrievers (25.20),
Bernese mountain dogs (17.92) and Pembroke Welsh Corgis (5.41).  Although Pembroke Welsh Corgis were
at lower risk than the other two breeds, the diagnostic population of histolytic sarcoma in Pembroke Welsh
Corgis was larger.  Pembroke Welsh Corgis are clinically important in the onset of histolytic sarcoma because
the breed is very popular in Japan. ― Key words : Histiocytic sarcoma, Pembroke Welsh Corgi.
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